
 

２０２４年６月２８日 

タイ王国における「空飛ぶクルマ」事業検討に向けた基本合意書の締結について 

～サハ・パタナ・インターホールディング、ＳｋｙＤｒｉｖｅと次世代エアモビリティを活用した街づくりを目指します～ 

東急株式会社 

サハ東急コーポレーション 
 
東急株式会社は、２０１４年にタイ大手財閥系企業サハグループと合弁会社「サハ東急コーポレーション」 （以

下、サハ東急）を設立し、タイ王国チョンブリ県シラチャ郡における日本人向け賃貸住宅事業を推進しています。 

今般、サハ東急は、次世代エアモビリティ・空飛ぶクルマ※の開発・製造を行う株式会社ＳｋｙＤｒｉｖｅ（以下、Ｓｋｙ

Ｄｒｉｖｅ）と、サハグループの中核企業であるサハ・パタナ・インターホールディング（以下、ＳＰＩ）の３社間にて、タイ

王国における将来的な空飛ぶクルマを用いた事業実現可能性調査のための基本合意書（以下、本合意書）を 

２０２４年６月２８日(金)に締結しました。 
 
タイ王国・シラチャはバンコク中心部から南東約１００ｋｍに位置し、周辺には製造業を中心とした日系企業が

集積しているため、バンコクに次いで多くの日本人が暮らしています。また、タイ政府が産業誘致を進めるＥＥＣ

（東部経済回廊）内にも位置しており、今後もさらなる発展が見込まれるエリアです。 

サハ東急は、これまでシラチャにて、タイ駐在の日本人子育て世帯をメインターゲットとする「ハーモニック レジ

デンス シラチャ」と、単身および夫婦の日本人駐在員向けの「グリーンライフ シラチャ」２つのサービスアパート

メントの運営を行っています。日系セキュリティ会社の２４時間セキュリティの導入や、敷地内での歩車分離、緑豊

かな遊歩道の設置などにより安心かつ快適な、「美しい生活環境」の提供に取り組んできました。 
 
シラチャにおいて、新産業誘致に伴う関連企業の集積や就労人口、居住人口の増加による不動産サービス需

要の拡大を目指しているサハ東急と、消費財事業、食品・飲料事業、工業団地開発およびその他新規事業への

投資事業を行い、持続可能なビジネスの価値向上を目指すＳＰＩ、「１００年に一度のモビリティ革命を牽引する」を

ミッションに掲げ、アジア地域においても「日常の移動に空を活用する」未来の実現を目指すＳｋｙＤｒｉｖｅの３社の

意思が合致し、本合意書の締結に至りました。 
 
 本合意書に基づき、自動車による慢性的な交通渋滞や排気ガスによる環境汚染が社会課題となっているタイに

おいて、まずはシラチャを出発点として、ＳｋｙＤｒｉｖｅが開発する空飛ぶクルマ「ＳＫＹＤＲＩＶＥ（ＳＤ－０５）」を活用し

たユースケースを検討します。 
 
 サハ東急は、これまでのタイにおける事業で獲得した日系企業をはじめとするネットワークを活用し、ＳｋｙＤｒｉｖｅ

のタイ進出ならびにＳＰＩとの連携をサポートし、本事業の推進主体として、ＳｋｙＤｒｉｖｅとサハグループとの共同事

業の牽引役を担います。また、本事業をはじめとする新産業の誘致に伴い増加することを見込む拠点整備や、従

業員の生活環境などの場面において不動産サービスの提供を実施します。 
 
また、ＳｋｙＤｒｉｖｅのような先端企業をはじめとする新しい産業との連携をはかることにより、新たな付加価値をも

たらす多様な産業集積エリアを構築し、より一層魅力溢れるエリアへ発展させることを目指します。今般のＳｋｙＤｒｉ

ｖｅとの連携をきっかけに、他業種との連携を加速し、タイにおけるさらなる地域経済の振興と向上に貢献していき

ます。 
 
詳細は別紙の通りです。 

 
※ 電動化、自動化といった航空技術や垂直離着陸などの運航形態によって実現される、利用しやすく持続可能な次世代の空の移動手段です。 

諸外国では、Ａｄｖａｎｃｅｄ Ａｉｒ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ（ＡＡＭ）や Ｕｒｂａｎ Ａｉｒ Ｍｏｂｉｌｉｔｙ（ＵＡＭ）と呼ばれています。             

引用元 国土交通省（令和５年３月付） https://www.mlit.go.jp/common/001598463.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ▲ＳｋｙＤｒｉｖｅの空飛ぶクルマ「ＳＫＹＤＲＩＶＥ」 ▲２０２４年６月２８日（金）にバンコクにて 
行われた基本合意書締結式の様子 

以  上 

https://www.mlit.go.jp/common/001598463.pdf


【別紙】 

 

１．株式会社ＳｋｙＤｒｉｖｅ 概要   
 

「１００年に一度のモビリティ革命を牽引する」をミッションに、「日常の移動に空を活用する」未来を実現するべ

く、２０１８年７月に設立、豊田市を主拠点に「空飛ぶクルマ」及び「物流ドローン」を開発しています。「空飛ぶクル

マ」の開発においては、２０２０年に日本で初めて公開有人飛行試験に成功し、官民協議会の構成員として制度

設計にも関与しております。「空飛ぶクルマ」は、現在３人乗りの機体を開発中、製造パートナーであるスズキ株

式会社と共に、２０２４年３月よりスズキグループの工場にて製造を開始しました。２０２６年以降に型式証明の取

得および納品開始を目指しております。 

 

２．サハ・パタナ・インターホールディング 概要   
 

タイ王国における大手財閥の一つであるサハグループの主要持株会社として、１９７２年４月５日に設立。サハ

グループは、幅広い消費者へ向けてママー、ワコール、パオ、エッセンス、ミスティーンをはじめとする多くのブラン

ドを有し、多岐に渡る消費財の製造ならびに販売しています。サハグループは、原材料から製造、販売まで網羅

する広範なサプライ チェーンを構築しています。 

 

３．サハ東急コーポレーション 概要 

 

名  称：Ｓａｈａ Ｔｏｋｙｕ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ ＣＯ．， ＬＴＤ （サハ東急コーポレーション） 

所  在  地：４４４／４ Ｍｏｏ．５， Ｓｕｒａｓａｋ， Ｓｒｉｒａｃｈａ， Ｃｈｏｎｂｕｒｉ ２０１１０ Ｔｈａｉｌａｎｄ 

代  表  者：取締役社長 須山 真慈（すやま しんじ） 

事 業 内 容：不動産開発業・不動産賃貸業 

資  本  金：７９２百万タイバーツ 

設立年月日：２０１４年１０月１日 

出 資 比 率：東急グループ（東急、チョウカンチャン東急建設）５０％、サハグループ５０％ 

サハ東急公式ホームページ：https://www.sahatokyu.com/home?lang=en 

 

＜サハ東急による事業例＞ 

① ハーモニック レジデンス シラチャ 

用 途：タイ駐在の日本人子育て世帯向けサービスアパートメント 

総室数および価格帯：２１２戸、５５，０００タイバーツ～／月 

構 造：軽量鉄骨造 地上２階建（メゾネットタイプ） 

施設・サービス：２４時間セキュリティ、日本語対応フロントデスク、 

カフェ、図書室、音楽室、体育館、テニスコートほか 

開 業 時 期：２０１６年４月 

 

 

② グリーンライフ シラチャ 

用 途：タイ駐在の日本人単身世帯及び二人暮らし向けサービスアパートメント 

総室数および価格帯：７５室、２７，０００タイバーツ～／月 

構 造：ＲＣ造 地上６階建 

施設・サービス：２４時間セキュリティ、日本語対応フロントデスク、 

コワーキングスペース、ゴルフルームほか 

リニューアルオープン時期：２０２０年１月 

 

 

以    上 

▲ハーモニック レジデンス シラチャ 

▲グリーンライフ シラチャ 

https://www.sahatokyu.com/home?lang=en

